建築振動学（久田）

２質点系モデルの振動解析

１．プログラムの入手と起動（久田研・川名氏作成）

　入手：久田研のホームページ（http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/）の左欄のdownloadをダブルクリックし、さらに2-Massフォルダーもダブルクリックする。その中にある
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をMOにダウンロードする（右クリックから対象をファイルに保存）。同様に地震波形データ（ElceNS(t=0.01).csv, KobeNS(t=0.01).csv）もMOにダウンロードする。

　起動：MOの2-Mass Simulation.exe  をダブルクリックし、プログラムを起動する。｢解析開始｣ボタンを押し、プログラムが動くことを確認する。

ちなみにオリジナルのプログラムは、Visual Basicで作成され、以下の５つのファイルからなるので、興味ある学生はダウンロードし、各自で試されたい。
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２．自由振動：固有周期と固有モード形の確認、データの出力、減衰定数の計算

教科書の例２．１の剛性（k1=35 tf/cm、k2=26 tf/cm）と例２．２の重量（W1=W2=0.0204 x 980=20 tf）を代入し、｢固有周期の表示｣ボタンを押し、固有周期を求める。T1≒0.26 s、T2≒0.10 sであることを確認する。分割時間は0.01秒から0.005秒とせよ。

　外力選択で、初期条件の変位（cm）を5と10の場合（１次モード形を励起）と、10と0の場合（２次モード系を励起）で自由振動させ、１・２次モード系と自由振動の様子を確認する。振動が速すぎるときは、重量を大きく設定するなどして調節する。

　出力データの保存は、｢保存先の選択｣から、｢example.csv｣などのcsv形式のファイル名で、解析終了後、｢保存ボタン｣より保存する。保存されたファイルはExcelで確認、グラフ化する。

　課題１（自由振動）：上で示した変位条件から１次モードと２次モードを励起させ、結果をcsv形式のExcelで出力し、グラフを描く。まず１・２次モードのモード形を確認せよ（１・２階のピーク値などを用いる）。またピーク間の時間などから１・２次モードの周期を求め、解析解と一致しているか確認する。さらに減衰を0.02、0.05、0.1などと変化させ、周期や継続時間への影響も調べる。１，２次モードの減衰を教科書（１・４９）式や（１・５０）式の振幅比から、それぞれ求め（h≒In d/2π≒(1-d)/2π、d:振幅比）、与えたｈと比較せよ。

３．定常応答・共振曲線：固有モード形の確認、応答スペクトルの計算

課題２（定常振動）：外力に定常波（sin波）を選択し、１，２次モードの固有周期を含む様々な周期のSin波を入力させ、定常応答を計算する。計算結果は全てcsv形式のExcelで出力し、１・２階の共振曲線（横軸に入力周期、縦軸に応答値とする）を描き、１，２次モードの共振の様子、異なる減衰定数の値の影響などを調べる。

４．地震応答：地震応答解析

課題３（地震応答解析）：外力を地震波とし、地震波選択ボタンからエルセントロ地震波ElceNS(t=0.01).csvを選択する。分割時間を0.01秒とし、地震応答解析を行う。１層目と２層目で、どちらの方が良く揺れるか（１次モードと２次モードで、どちらが卓越するか）を調べる。さらに減衰を0.02、0.05、0.1などと変化させ、減衰の影響も調べる。また１層目の剛性を小さくし、擬似的に免震構造とし、上部構造（２層目）が免震層（１層目）に比べ、あまり揺れなくなる様子を調べる。同様に、神戸地震波KobeNS(t=0.01).csv）も同様な解析を行い、エルセントロ地震波の結果と比較・考察せよ。

課題の提出

各自でオリジナルのモデル（剛性、重量）を作成し、課題１～３の結果をExcelで表示し、結果をWordに貼り付け、レポートをまとめる。締め切りは２週間後とする。
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